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 令和2年3月1日、3年次生199名が本校からそれぞれの進路に向けて旅立ちます。三年間本当にいろいろなことが

ありましたね。これまでのみなさんの日々のがんばりに敬意を表し、心よりお祝いの言葉を贈ります。 

                    新たな学びのステージへ 
                                                           校 長  小松 幸樹 
 

 ３年次生のみなさん。ご卒業、おめでとうございます。高等学校までの学習は、いわば「与えられた学び」で

した。明確な答えが用意されていることを学習する（理解して覚える）ことが、これまでの学びの中心だったと

思います。そうした学びによって基礎的・基本的な知識を身につけてきたわけです。もちろん、探究活動では

自ら設定した課題について調べ、話し合い、まとめて発表するという経験もしました。授業以外の行事や部活

動も、様々な意味で学びの場であったはずです。 

これから先は、それぞれの進路に関わりなく、高校生活における様々な学びの経験を土台にして、新たな

学びのステージに進んでください。社会学者の上野千鶴子さんは、学生からの「先生、問題って何ですか？」

という問いに対し、「あなたをつかんで離さないもののこと。」と答えたそうです。このテーマと一生をかけて向

き合ってもいい。そう思えるものと出合えたら、とても幸せなことでしょう。（あるいはもう出合っている人がいる

かもしれませんが） 

みなさんが、好奇心の翼を思い切り広げ、これから先の困難な、でも希望に満ちあふれる未来を生きるこ

とを期待しています。 

               「お元気で、さようなら！」 

                                                 ３年次主任 中村 光男 
 

この冬一番の寒波の到来で、昨日から降り続いた雪のため今までの景色とは一変してすっかり雪景色に

なってしまった。それにしてもこれまでの異常気象には驚かされるばかりだ。５０年に一度の異常気象というこ

とで様々な点で記録づくめだった。こんな天候で大丈夫なのだろうかと、誰しもが水不足をはじめ今後に対

する様々な不安を抱いたことだろう。雪が多ければ多いと言っては文句を言い、少なければ少ないと不満を

言ってしまう。何とわがままなことだろうか。悲しいかな人間というものは身勝手で、ないものねだりで自分中

心にしか物事を考えられずに、置かれた現状に不満ばかり抱いてしまうものである。 

さて、これからそれぞれの場所で新しい生活を始める君たちにとって、これから直面する環境と状況はどう

いうものだろうか。誰しもが、思い描いていた通りの満足のいくものばかりではないかもしれない。ただ、その

中でこそいかに自分を生かし、自分の持てる力を発揮していくかが大切になるだろう。そのためには、何より

もまず謙虚であってもらいたい。人生は一生勉強なのだから。分からないことを知ったかぶりせずに、素直な

気持ちでまずは聞いてみることを勧める。幸いなことに話す口は一つだが、聞く耳は二つ与えられている。自

分の足元をしっかりと見つめ直して、今こうして生かされている喜びや置かれている環境に対して、改めて感

謝できる人間になってもらいたい。そして然るべきときには、感情的にではなく相手を思いやりながら勇気を

もって自分の意見をまっすぐに主張できる人間になってもらいたい。 

私も体に気を付けて長生きして、できるだけ長く君たちの成長と活躍を見守っていけ

ればと考えている。最後に一言お願いがある。くれぐれも「いのち」だけは大切にしてもら

いたい。これは私からの切なるお願いである。 

それでは、お元気で、さようなら。 

 http://www.sakatanishi-h.ed.jp/ 
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背丈を越える積雪に圧倒され

る！ 

 担任団の先生方の熱演！ 

プレゼンテーション講座 
2年次生を対象に、2月6日（木）にプ

レゼンテーション講座が実施されまし

た。2年次ではそれぞれの進路希望を意識し、「地域創生～

身近なテーマから日本・世界を考える！」という共通テーマ

のもと、探究学習に取り組んでいます。その発表会を３月に

控え、効果的なプレゼンテーションの仕方についてしっかり

と学びました。 

～３年次各クラスの担任からのメッセージ～ 

  センター試験激励会 

 １組担任 中嶋真理子 

 高校時代の３年間を、これからの長い人生の中で君

たちはどのように思い出すのだろう。新生活に突入す

る４月からしばらくの間は、慌ただしくて思い出に浸る

暇もないかもしれないね。いつか、高校時代の自分が

脳裏に甦って来たときに、一緒に思い出してね。君たち

の素晴らしい前途を心から祈る、私を含めた３学年の

先生方、西高の先生方のことを。また、元気な姿を見

せに来てください。待っています。卒業おめでとう。 

 ２組担任 後藤 暁 

 この原稿を書いている今日２月６日は、この冬初めての

吹雪です。暖冬のまま終わるかに思われましたが、やっ

ぱりこんなに寒い日がありました。でも、こういう日があ

ればこそ、春がありがたい。この３年間は皆さんにとって

どんなものだったでしょうか。悩んだり、迷ったり、周囲と

衝突して苦労した人ほど、今後の生活がより実りの多い

素敵なものに感じられるのかもしれません。卒業おめで

とうございます。皆さんの活躍を心から祈っております。 

 ３組担任 本間 亮 

いよいよ明後日は卒業式ですか。早いものですね。一緒に学

び、笑いあった友人との別れは切ないものだと思います。同時に、

新しい場所での生活に胸をときめかせているのではないでしょう

か。酒田西高校の生徒は在学中目立たなくても、卒業後に力を発

揮し活躍する人が多いと思います。これからも日々学び続けなが

ら、何事にも精一杯チャレンジして、新たな場で新たな仲間ととも

に自分らしさを発揮してください。卒業おめでとうございます。 

 ４組担任  奥山祟平 
隣では中村先生が一生懸命「鼓動」の原稿を右手の人差し指

で作成中。隣ではものすごいスピードで原稿を打つ暁先生。山大

の情報に進む〇〇くんには、中村先生レベルから暁先生レベルま

で是非上達してほしいなと願いながらこの文章を打っています。 

皆さんがこれから生きる時代は、大容量・超高速をはじめとする

５Gが世界を変えそうです。４Gスマホから既に支配されていた皆さ

んには脅威でしょう。いつ使うのか分からなかった高校の学習も、

新時代を生きるための練習です。学び続け、生き抜いてください。 

 ５組担任 三上 慧 

 人生を豊かにするためには、２つのことを意識的に設定すること

が重要だそうです。１つは「目標」です。目標に到達するためには、

段階的に目標を設定すると効果的です。そして２つめは「ミッショ

ン」です。自分自身の目標を突き詰める中で、そのことが社会や他

者に対して何を成すことに繋がるのかということです。適切な目標

とミッションを設定するためには、流行にも敏感でなければなりま

せん。謙虚な姿勢で、学び続けることを忘れずに頑張りましょう。 

 2月11日（火）に英語コースの生徒1・2年生を対象にEnglish 

Day の活動が行われました。ALTの先生方のリードのもと英語を

使ったゲームなどをし、英語でコミュニケーションをとることの楽しさ

を感じた一日でした。 

 I want to improve my  

English skill.  

I must study English everｙ 

day little by little! 

楽しくジェスチャーゲーム

をしながら、「伝えること」

と「伝わること」の違いを

体で感じました。 

参加した生徒の声 


